
公
園
南
ク
ラ
ブ
の
ロ
ゴ

は
悠
遊
ゴ
ジ
ッ
ク
で
既
成

の
字
体
。
明
朝
や
ゴ
ジ
ッ

ク
よ
り
も
優
雅
で
あ
る
こ

と
か
ら
５
年
前
か
ら
カ
レ

ン
ダ
ー
に
も
使
用
し
て
い

る
。
上
部
の
曲
線
は
、
皆

で
か
ぶ
っ
た
笠
な
ら
天
井

か
ら
光
も
す
か
し
て
見
え

そ
う
で
安
心
。
一
人
一
人

違
う
個
性
と
暮
ら
し
を
大

切
に
南
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と

一
緒
に
い
る
安
ら
ぎ
を
表

現
。
赤
色
に
し
た
の
は
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い

と
願
い
を
込
め
た
。

公
園
南
ク
ラ
ブ
（
会
長

三
木
清
子
）
の
活
動
は
、

主
に
サ
ー
ク
ル
や
節
目
ご

と
に
行
う
季
節
の
行
事
。

七
夕
、
納
涼
会
、
年
越
し

そ
ば
、
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
が
定
例
と
な
っ
て
い
る

が
年
毎
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を

凝
ら
し
て
い
る
。

会
員
は
同
団
地
内
に
居

住
す
る
60
歳
以
上
の
方
が

正
会
員
、
60
歳
未
満
の
方

は
準
会
員
で
現
在
１
１
６

名
に
達
し
て
い
る
。

９
月
25
日
の
マ
グ
ノ
リ

ア
・
き
っ
ち
ん
は
２
号
棟

集
会
所
で
コ
ー
ヒ
ー
・
お

菓
子
、
餃
子
ラ
イ
ス
等
を

１
人
２
０
０
円
で
味
わ
っ

た
。
参
加
者
は
毎
回
30
名

位
。
男
子
も
女
子
も
活
発

で
愉
快
。

10
周
年
の
マ
ー
ク
は
、

９
個
の
サ
イ
コ
ロ
と
１
本

の
棒
で
「
10
さ
い
」
に
し

た
。
０
は
三
角
お
む
す
び

を
イ
メ
ー
ジ
に
。

〔
サ
ー
ク
ル
参
加
状
況
〕

24
年
25
団
体
３
２
２

０
、
行
事
１
６
１
計
３
３

８
１
。
25
年
同
３
２
７
８
、

行
事
１
７
８
計
３
４
５

６
。

 

 

10
月
25
日
　
10
周
年
の
祝
賀

光
が
丘
公
園
南
住
宅
（
戸
数
３
５
６
）

は
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
３
月
よ
り

第
一
期
入
居
を
始
め
た
、
光
が
丘
の
モ
デ

ル
住
民
的
存
在
。
陸
の
孤
島
か
ら
光
が
丘

の
発
展
を
見
て
き
た
居
住
者
た
ち
、
こ
こ

を
住
み
続
け
る
べ
き
理
想
郷
と
し
て
公
園

南
ク
ラ
ブ
を
発
足
、
今
年
10
周
年
を
刻
む
。

サ
ー
ク
ル
活
動
世
話
役

道
路
清
掃
・
原
　
義
治

植
栽
倶
楽
部
・
河
本
道

雄
　
ハ
イ
キ
ン
グ
・
金
重

義
宏
　
山
歩
会
・
関
口
　

喬
　
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
・
三
木
清
子
　
ゴ
ル

フ
・
青
山
晃
司
　
雪
田
優

一
　
テ
ニ
ス
・
丸
山
裕
子

自
然
観
察
の
会
・
岡
留

早
苗
　
卓
球
・
鵜
澤
聡
一

大
橋
由
紀
子
　
水
泳
・

厚
見
　
博
　
囲
碁
・
樋
口

健
夫
　
麻
雀
・
小
倉
和
三

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ッ
フ

ェ
・
厚
見
康
子
　
マ
グ
ノ

リ
ア
デ
ィ
ス
カ
ス
・
藤
田
　

脩
　
マ
グ
ノ
リ
ア
シ
ネ

マ
・
関
口
　
喬
　
音
楽
を

楽
し
む
会
・
厚
見
康
子

音
読
の
会
・
原
　
義
治

歌
の
会
・
加
藤
万
理
　
男

の
料
理
教
室
・
金
重
義
宏

雪
田
優
一
　
俳
句
サ
ー

ク
ル
・
清
水
明
朗
　
リ
サ

イ
ク
ル
・
岡
村
興
次
郎
　

ふ
れ
あ
い
の
会
・
岡
村
興

次
郎
　
健
康
つ
く
り
・
大

橋
由
紀
子
　
輪
投
げ
の

会
・
清
水
ソ
ノ
子
　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
２
号

棟
・
大
橋
由
紀
子
　
同
３

号
棟
・
三
木
清
子
　
同
４

号
棟
・
厚
見
康
子

◆
光
が
丘
公
園
南
ク
ラ

ブ
会
長
・
三
木
清
子

副
会
長
・
河
本
道
雄

金
重
義
宏

写
真
、
10
周
年
企

画
会
議
（
上
）
マ

グ
ノ
リ
ア
で
会
食



 
 

本
年
度
の
春
・
夏
の
運
動
会
は
５
月
に
光
二
中
　
光
四
中
　
練
馬
東
中
　
豊
渓
中
　
光
丘
高
　
光

が
丘
四
季
の
香
小
　
光
が
丘
秋
の
陽
小
　
豊
渓
小
　
光
三
中
　
田
柄
中
　
練
馬
中
。
６
月
は
練
馬
高

田
柄
高
　
光
が
丘
夏
の
雲
小
　
練
馬
小
　
光
一
中
　
八
坂
中
で
小
学
校
５
、
中
学
校
７
、
高
校
３
の

計
15
校
が
開
催
し
た
。
秋
の
運
動
会
は
９
月
27
日
、
光
が
丘
春
の
風
小
　
光
八
小
　
赤
塚
新
町
小

成
増
小
　
田
柄
小
　
田
柄
第
二
小
　
高
松
小
　
旭
町
小
　
北
原
小
の
９
校
が
爽
や
か
な
雰
囲
気
を
身

に
ま
と
い
開
催
さ
れ
た
。
本
紙
関
係
分
は
小
学
校
14
、
中
学
校
７
　
高
校
３
の
計
24
校
。

光が丘春の風小学校…合い言葉「白き月　赤き太陽　勝利の光を導き　優勝をその手に」

光が丘第八小学校……『全力でつき進み、みんなでキセキをおこそう！』

高松小学校……………紅白負けるな！つかめ優勝旗

北原小学校……………赤と白ともにかがやけ勝利に向かって！（18学級なので18文字にした）

成増小学校……………「あきらめないで　勝利のゴールへキックオフ」

旭町小学校……………仲良く楽しく最後までやりきろう

赤塚新町小学校………赤組　進め赤組勝利目指してもえあがれ

白組　勝つぞ白組かがやく光にみちびかれ

田柄小学校……………最後まで全力・チームで団結して優勝めざしてつきすすめ！

赤組（1組）あつく燃えろ　全力つくして優勝だ！

青組（2組）青空へ　力を合わせて　つっ走れ

白組（3組）白竜のように　優勝目指して　まい上がれ

田柄第二小学校………一致団結　笑顔で全力ふりしぼれ

入場門から組み姿で士気をあお
った5・6年生　赤塚新町小学校

80m走では力一杯走った4年生　光が丘第八小学校 春小エイサーを演じる3・4年生　光が丘春の風小学校

組体操『One for All,All for one』は30
分をかけた　６年生　田柄第二小学校

リズムにのって玉入れ…風が吹い
て…歓声も　1年生　田柄小学校

赤塚新町小学校
3年　本間　恵



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
十
日
（
金
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
十
一
日
（
土
）
避

難
訓
練
・
消
防
体
験

【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
六
日
（
月
）
〜
八
日

（
水
）
四
組
軽
井
沢
宿
泊

学
習
◇
九
日
（
木
）
五
年

移
動
教
室
前
検
診
◇
十
日

（
金
）
安
全
指
導
。
四
組

保
護
者
会
◇
十
一
日
（
土
）

六
年
薬
物
乱
用
防
止
教
室

◇
十
四
日
（
火
）
〜
十
六

日
（
木
）
五
年
岩
井
移
動

教
室
◇
十
四
日
（
火
）
給

食
試
食
会
◇
十
六
日
（
木
）

ク
ラ
ブ
活
動

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
九
日
（
木
）
避
難
訓

練
・
防
災
訓
練
◇
十
日

（
金
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
十

一
日
（
土
）
学
校
公
開
。

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

◇
十
六
日
（
木
）
歯
科
検

診
◇
十
七
日
（
金
）
ク
ラ

ブ
活
動

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
六
日
（
月
）
な
か
よ

し
班
活
動
◇
十
一
日
（
土
）

学
校
公
開
◇
十
六
日
（
木
）

避
難
訓
練

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
八
日
（
水
）
安
全
指

導
◇
九
日
（
木
）
光
っ
子

活
動
。
避
難
訓
練
。
委
員

会
活
動
◇
十
一
日
（
土
）

土
曜
公
開
◇
十
四
日
（
火
）

音
楽
鑑
賞
教
室
◇
十
六
日

（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動
。
歯

科
検
診

【
赤
塚
新
町
小
】

◇
六
日
（
月
）
三
・
四

年
視
力
検
査
。
委
員
会
活

動
。
五
年
移
動
教
室
保
護

者
説
明
会
◇
七
日
（
火
）

フ
レ
ン
ド
班
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
◇
八
日
（
水
）
五
・

六
年
視
力
検
査
◇
九
日

（
木
）
歯
科
検
診
。
避
難

訓
練
◇
十
日
（
金
）
四
年

科
学
館
移
動
教
室
◇
十
四

日
（
火
）
四
・
五
・
六
年

板
橋
区
ふ
り
か
え
り
検
証

調
査
◇
十
六
日
（
木
）

五
・
六
年
陸
上
記
録
会

【
田
柄
小
】

◇
六
日
（
月
）
五
年
移

動
教
室
説
明
会
◇
十
日

（
金
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
十

一
日
（
土
）
土
曜
授
業
公

開
。
防
災
体
験
教
室

【
田
柄
第
二
小
】

◇
六
日
（
月
）
〜
八
日

（
水
）
五
年
武
石
移
動
教

室
◇
九
日
（
木
）
安
全
指

導
。
一
・
三
・
四
・
五
年

歯
科
検
診
◇
十
四
日
（
火
）

ク
ラ
ブ
活
動
◇
十
六
日

（
木
）
二
・
六
年
歯
科
検

診
【
練
馬
小
】

◇
七
日
（
火
）
避
難
訓

練
◇
十
一
日
（
土
）
土
曜

授
業
公
開
◇
十
四
日
（
火
）

一
・
二
年
遠
足

【
高
松
小
】

◇
九
日
（
月
）
避
難
訓

練
。
委
員
会
活
動
◇
八
日

（
水
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
十

日
（
金
）
委
員
会
発
表
◇

十
一
日
（
土
）
学
校
公
開
。

五
年
移
動
教
室
説
明
会
◇

十
五
日
（
水
）
ク
ラ
ブ
活

動
【
北
原
小
】

◇
六
日
（
月
）
委
員
会

活
動
◇
九
日
（
木
）
安
全

指
導
◇
十
一
日
（
土
）
学

校
公
開

【
豊
溪
小
】

◇
六
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
七
日
（
火
）
安
全

指
導
◇
九
日
（
木
）
歯
科

検
診
◇
十
日
（
金
）
縦
割

班
遊
び
◇
十
一
日
（
土
）

豊
渓
祭
◇
十
五
日
（
水
）

六
年
歯
の
指
導
◇
十
六
日

（
木
）
避
難
訓
練
。
五
年

カ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
検
査

【
旭
町
小
】

◇
六
日
（
月
）
委
員
会

活
動
◇
八
日
（
水
）
安
全

指
導
◇
十
一
日
（
土
）
学

校
公
開
。
音
楽
発
表
会
◇

十
四
日
（
火
）
総
合
防
災

訓
練
◇
十
五
日
（
水
）
一

年
遠
足
◇
十
六
日
（
木
）

歯
科
検
診
。
六
年
中
学
授

業
体
験
◇
十
七
日
（
金
）

縦
割
り
班
活
動

【
成
増
小
】

◇
六
日
（
月
）
委
員
会

活
動
◇
七
日
（
火
）
一
・

二
年
生
活
科
校
外
学
習
◇

八
日
（
水
）
安
全
指
導
◇

九
日
（
木
）
六
年
社
会
科

見
学
◇
十
日
（
金
）
五
年

音
楽
集
会
◇
十
一
日
（
土
）

五
年
童
謡
祭
り
◇
十
四
日

（
火
）
四
・
五
・
六
年
板

橋
区
学
習
ふ
り
か
え
り
検

証
調
査
◇
十
六
日
（
木
）

五
・
六
年
陸
上
記
録
会
◇

十
八
日
（
土
）
道
徳
公
開

講
座

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
七
日
（
火
）
避
難
訓

練
◇
九
日
（
木
）
〜
十
日

（
金
）
連
合
音
楽
会
◇
十

四
日
（
火
）
安
全
指
導

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
六
日
（
月
）
〜
十
一

日
（
土
）
学
校
公
開
週
間

◇
七
日
（
火
）
生
徒
会
役

員
選
挙
◇
九
日
（
木
）
生

徒
会
学
校
説
明
会
◇
十
日

（
金
）
学
校
説
明
会
◇
十

四
日
（
火
）
貧
血
検
査
◇

十
六
日
（
木
）
避
難
訓
練

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
六
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
九
日
（
木
）
〜
十
日

（
金
）
連
合
音
楽
会
◇
十

日
（
金
）
三
年
進
路
説
明

会
◇
十
一
日
（
土
）
学
校

公
開
。
生
徒
総
会
◇
十
四

日
（
火
）
〜
十
七
日
（
金
）

学
校
公
開
週
間
◇
十
五
日

（
水
）
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
八
日
（
水
）
避
難
訓

練
◇
十
一
日
（
土
）
学
校

公
開
◇
十
八
日
（
土
）
三

十
周
年
記
念
式
典

【
田
柄
中
】

◇
八
日
（
水
）
〜
九
日

（
木
）
連
合
音
楽
会
◇
十

五
日
（
水
）
〜
十
六
日

（
木
）
二
年
職
場
体
験

【
練
馬
中
】

◇
七
日
（
火
）
一
年
校

外
学
習
◇
九
日
（
木
）
〜

十
日
（
金
）
連
合
音
楽
会

◇
十
四
日
（
火
）
安
全
指

導
◇
十
六
日
（
木
）
生
徒

会
役
員
選
挙

【
練
馬
東
中
】

◇
八
日
（
水
）
一
年
貧

血
検
査
◇
十
一
日
（
土
）

生
徒
会
役
員
選
挙

【
谷
原
中
】

◇
八
日
（
水
）
三
年
進

路
説
明
会
◇
九
日
（
木
）

生
徒
会
役
員
選
挙
◇
十
一

日
（
土
）
授
業
参
観
。
進

路
説
明
会
。
学
校
説
明
会
。

部
活
動
体
験

【
豊
渓
中
】

◇
六
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
九
日
（
木
）
二
年
上

級
学
校
訪
問

【
八
坂
中
】

◇
六
日
（
月
）
振
替
休

日
◇
九
日
（
木
）
〜
十
日

（
金
）
連
合
音
楽
会

【
光
丘
高
】

◇
十
八
日
（
土
）
学
校

説
明
会

【
練
馬
高
】

◇
七
日
（
水
）
後
期
生

徒
会
役
員
選
挙
◇
八
日

（
水
）
開
校
記
念
日
◇
十

七
日
（
金
）
二
年
保
護
者

会
【
田
柄
高
】

◇
九
日
（
木
）
二
年
伝

統
・
文
化
体
験
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「もうすぐ中学生になります」の気概に大拍手の嵐となった田柄第二小学校六年生



 

 

３
歳
か
ら
小
学
校
入

学
前
の
６
歳
ま
で
の
幼

児
を
、
預
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
し
つ
け
を
優
し
い

ま
な
ざ
し
で
教
育
し
て

く
れ
る
私
立
幼
稚
園
。

園
ご
と
の
教
育
理
念

に
基
づ
き
、
園
長
・
園

主
が
教
師
た
ち
と
共
に

日
本
の
宝
で
あ
る
「
子

ど
も
」
た
ち
を
慈
し
む

姿
が
光
が
丘
周
辺
で
見

ら
れ
る
。

10
月
15
日
か
ら
入
園

願
書
が
交
付
さ
れ
る
。

【
高
松
幼
稚
園
】
道
潅
山
学
園
保
育
福
祉
専
門
学
校
付
属

高
松
幼
稚
園
は
、
豊
か
な
樹
木
の
下
、
動
植
物
の
飼
育
栽
培

と
植
樹
が
伝
統
。
教
育
方
針
は
、
豊
か
な
心
と
健
康
な
体
を

育
て
る
　
思
い
や
り
と
や
る
気
　
考
え
る
心
　
感
じ
る
心

我
ま
ん
を
す
る
心
。
徒
歩
通
園
の
み
で
、
健
康
に
自
信
が
つ

く
。
笹
目
通
り
を
渡
り
、
交
通
安
全
教
育
を
実
践
。

【
北
町
カ
ト
リ
ッ
ク
】
カ
ト
リ
ッ
ク
の
意
味

と
は
『
仲
間
は
ず
れ
に
し
な
い
事
』
と
考
え
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し
て
、
集
団
の
中
で
、

自
分
ら
し
さ
を
出
し
、
お
互
い
を
認
め
合
え
る
よ

う
な
、
人
間
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
、
見
守
り
、
手
助
け
を
し
て
い
る
。

期
日
前
の
入
園
案
内
・
入
園
願
書
等
の
交
付

等
に
よ
る
勧
誘
、
教
職
員
・
在
園
児
保
護
者
の

家
庭
訪
問
に
よ
る
勧
誘
な
ど
の
事
前
募
集
行
為

は
、
協
会
加
盟
園
の
申
し
合
せ
に
よ
り
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

練
馬
区
私
立
幼
稚
園
協
会



【
練
馬
幼
稚
園
】

人
に
頼
ら
な
い
で
、

自
分
で
考
え
て
、
行

動
す
る
力
を
育
て

る
。
困
難
に
ぶ
つ
か

っ
た
と
き
、
い
ろ
い

ろ
考
え
、
工
夫
し
て

問
題
を
解
決
し
て
、

乗
り
こ
え
て
い
く
力

を
育
て
る
。
ま
た
、

動
物
、
植
物
の
飼

育
・
栽
培
、
異
年
齢

集
団
に
よ
る
縦
わ
り

保
育
や
、
障
害
児
保

育
な
ど
を
通
し
て
、

思
い
や
り
、
や
さ
し

さ
を
育
て
て
い
る
。

【
み
や
こ
幼
稚
園
】

音
楽
・
言
語
教
育
に
力

を
入
れ
、
し
っ
か
り
し

た
「
リ
ズ
ム
感
」
を
身

に
つ
け
、
正
し
く
話

す
・
聴
く
力
を
育
て
て

い
る
「
み
や
こ
幼
稚
園
」。

写
真
は
、
運
動
会
。
教

育
方
針
は
、
自
由
奔
放

な
生
活
の
中
に
規
律
あ

る
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。
最
後
ま
で

や
り
通
す
忍
耐
力
を
養

う
。
バ
ス
送
迎
で
の
笑

顔
の
挨
拶
が
評
判
。

【
田
柄
幼
稚
園
】
教
育
の
理
念
は
「
子
供
は
　
何
も
の

に
も
か
え
が
た
い
　
宝
で
あ
る
」。
教
育
方
針
は
、
先
生
は

園
児
と
と
も
に
あ
り
が
、
モ
ッ
ト
ー
。
い
つ
も
教
師
は
幼

児
ひ
と
り
一
人
を
温
か
く
見
守
り
、
愛
情
を
持
っ
て
、
き

め
細
か
く
指
導
に
当
た
る
。「
み
ん
な
の
ま
ち
の
よ
う
ち
え

ん
」
と
し
て
地
元
で
の
信
頼
も
厚
く
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。



【
都
立
】

青
山
　
井
草
　
板
橋
　

板
橋
有
徳
　
大
泉
　
大
山
　

科
学
技
術
　
北
園
　
北

豊
島
工
業
　
清
瀬
　
工
芸
　

国
際
　
駒
場
　
石
神
井

新
宿
山
吹
　
杉
並
工
業

杉
並
　
第
四
商
業
　
高

島
　
田
柄
　
竹
早
　
千
早
　

戸
山
　
豊
島
　
豊
多
摩

中
野
工
業
　
練
馬
工
業
　

練
馬
　
農
芸
　
東
久
留

米
総
合
　
光
丘
　
富
士
　

文
京
　
保
谷
　
三
田
　
武

蔵
丘
　

【
私
立
共
学
】

青
山
学
院
　
関
東
国
際

錦
城
学
園
　
錦
城
　
ク

ラ
ー
ク
記
念
国
際
　
國
學

院
　
國
學
院
大
学
久
我
山
　

駒
込
　
駒
澤
大
学
　
駒

場
学
園
　
桜
丘
　
実
践
学

園
　
淑
徳
巣
鴨
　
淑
徳
　

城
西
大
学
付
属
城
西
　
昭

和
第
一
　
昭
和
鉄
道
　
杉

並
学
院
　
西
武
台
　
専
修

大
学
附
属
　
大
智
学
園
　

大
東
学
園
　
大
東
文
化
大

学
第
一
　
中
央
大
学
　
中

央
大
学
杉
並
　
帝
京
　
東

亜
学
園
　
東
京
成
徳
大
学

東
京
立
正
　
東
洋
大
学

京
北
（
現
京
北
）

東
洋
　

豊
島
学
院
　
二
松
學
舎

大
附
属
　
日
本
工
業
大
学

駒
場
　
日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
　

宝
仙
学
園
共
学
部
理
数

イ
ン
タ
ー
　
豊
南
　
掘
越
　

武
蔵
野
　
目
白
研
心

【
私
立
男
子
】

京
華
　
佼
成
学
園
　
成

城
　
正
則
学
園
　
日
本
学

園
　
日
本
大
学
豊
山

【
私
立
女
子
】

京
華
女
子
　
十
文
字
　

淑
徳
Ｓ
Ｃ
　
日
本
美
術
大

学
付
属
　
成
女
　
東
京
家

政
大
学
附
属
女
子
　
東
洋

女
子
　
新
渡
戸
文
化
　
日

本
大
学
豊
山
女
子
　
藤
村

女
子
　
文
化
学
園
大
学
杉

並
　
文
華
女
子
　
文
京
学

院
大
学
女
子
　
宝
仙
学
園

女
子
部
　
村
田
女
子

【
そ
の
他
】

全
日
制
＝
東
京
文
理
学

院
高
等
部
　
東
放
学
園
高

等
専
修
学
校
　
武
蔵
野
東

高
等
専
修
学
校
　
通
信

制
＝
飛
鳥
未
来
　
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
　
通

信
制
サ
ポ
ー
ト
校
＝
Ｋ
Ｔ

Ｃ
中
央
　
代
々
木

 

 

９
月
20
日
、
光
三
中
（
校
長
　
室
賀

薫
　
生
徒
数
３
２
５
）
で
、
上
級
学

校
合
同
相
談
会
が
今
年
も
開
か
れ
た
。

13
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、
都
立
36
校
、

私
立
男
子
６
、
同
女
子
15
、
同
共
学
40
、

そ
の
他
７
で
合
計
１
０
４
校
。
主
催
は
、

同
校
と
保
護
者
と
教
職
員
の
会
。

今
年
は
１
０
４
校
が
参
加

参
加
校

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

（
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
）
は
、
行
政
運
営
を
効

率
化
し
、
国
民
の
利
便
性

を
高
め
、
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

社
会
基
盤
。
今
回
、
制
度

の
導
入
に
あ
た
り
、
住
民

基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務

に
つ
い
て
「
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
書
（
素
案
）」

を
作
成
し
た
の
で
、
区
民

意
見
反
映
制
度
に
よ
り
意

見
を
募
集
す
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
も
知
ら
せ

る
。

【
特
定
個
人
情
報
保
護

評
価
の
実
施
】

「
特
定
個
人
情
報
保
護

評
価
」
と
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
個
人
情
報
へ
及
ぼ

す
影
響
を
事
前
に
評
価

し
、
そ
の
保
護
の
た
め
の

措
置
を
講
じ
る
も
の
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、
「
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
」
を

行
う
こ
と
が
法
律
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
、
特
定
個

人
情
報
（
個
人
番
号
を
含

む
個
人
情
報
）
を
取
り
扱

う
住
民
基
本
台
帳
に
関
す

る
事
務
に
つ
い
て
「
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
書

（
素
案
）」
を
作
成
し
た
。

【
評
価
書
の
内
容
】

住
民
基
本
台
帳
に
関
す

る
事
務
に
お
い
て
特
定
個

人
情
報
を
取
り
扱
う
に
あ

た
り
、
多
様
な
リ
ス
ク
の

分
析
を
行
い
、
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
た
め
の
措
置
に

つ
い
て
記
載
し
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
権

利
・
利
益
の
保
護
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
。【

評
価
書
の
閲
覧
場
所

と
意
見
の
提
出
方
法
】

素
案
の
全
文
は
、
区
民

事
務
所
（
練
馬
を
除
く
）、

出
張
所
、
図
書
館
、
区
民

情
報
ひ
ろ
ば
（
区
役
所
西

庁
舎
１
階
）
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」
で
。

意
見
の
あ
る
方
は
、
①
意

見
②
住
所
③
氏
名
を
、
10

月
21
日
（
必
着
）
ま
で
に

持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
。

意
見
は
匿
名
で
公
表
す
る

場
合
が
あ
る
。

◇
意
見
の
提
出
先
＝
戸

籍
住
民
課
住
民
記
録
係

（
区
役
所
本
庁
舎
２
階
）

〒
176
8501
豊
玉
北
６
ー
12

ー
１
　
Fax
（
５
９
８
４
）

１
２
２
２
　
電
子
メ
ー
ル

k
o
se
k
ijy
u
m
in
0
4
@

c
ity
.n
e
rim
a
.to
k
y
o
.

jp

問
合
せ
　
意
見
の
募

集
＝
戸
籍
住
民
課
住
民
記

録
係
☎
（
５
９
８
４
）
２

７
９
６
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
＝
番
号
制
度
担
当
係

☎
（
３
８
２
５
）
０
２
１

１
《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
》

▽
制
度
の
実
施
時
期
＝

平
成
27
年
10
月
か
ら
一
人

ひ
と
り
に
個
人
番
号
が
布

番
さ
れ
、
個
人
番
号
が
記

さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ

る
。
28
年
１
月
か
ら
は
、

申
請
し
た
人
に
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
、

社
会
保
障
・
税
な
ど
の
行

政
手
続
き
で
個
人
番
号
の

利
用
が
始
ま
る
。

▽
利
用
例
と
利
点
＝
児

童
手
当
の
現
況
届
や
厚
生

年
金
の
裁
定
請
求
な
ど
の

際
の
添
付
書
類
が
少
な
く

な
る
。
税
金
の
確
定
申
告

の
際
に
、
社
会
保
険
料
や

所
得
情
報
な
ど
を
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
内
閣
官
房
の
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
。

h
ttp
://

w
w
w
.c
a
s
.g
o
.jp
/jp

/se
isa
k
u
/b
a
n
g
o
se

id
o
/in
d
e
x
.h
tm
l

 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
を
募
集

練 馬 区



◆
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ラ
ブ
＝
平
和
台
・
ミ
リ

オ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
10
月

14
・
21
日
18
時
30
分
よ

り
20
時
ま
で
。
翌
28
日
は

18
時
30
分
よ
り
20
時
30

分
ま
で
淑
徳
日
本
語
学
校

の
留
学
生
た
ち
と
の
交
流

会
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
体

験
で
き
る
。
親
子
で
一
緒

に
歌
っ
た
り
ダ
ン
ス
を
し

た
り
、
大
人
が
本
気
で
ゲ

ー
ム
で
走
り
回
っ
た
り
す

る
。
何
気
な
い
日
常
に
多

言
語
を
歌
う
よ
う
に
楽
し

め
る
。

Tel
０
１
２
０
（
５
５
７
）
７

６
１
　

▽
北
豊
島
園
自
動
車
学

校
（
６
丁
目
）
＝
第
７
回

北
豊
島
園
・
地
域
感
謝
祭

を
11
月
３
日
11
時
よ
り

15
時
10
分
ま
で
開
催
す

る
。
雨
天
中
止
だ
が
当
日

８
時
30
分
に
判
断
す
る
の

で
Ｈ
Ｐ
＝w

w
w
.k
ita

to
s
h
im
a
e
n
.c
o
m
.j

p

を
。

毎
回
人
気
の
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
は
、
烈
車
戦
隊
ト

ッ
キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

１
回
目
11
時
15
分
〜
、
２

回
目
13
時
55
分
〜
。
交
通

安
全
教
室
、
消
防
隊
、
自

衛
隊
特
殊
車
両
が
見
ら
れ

る
。
お
楽
し
み
は
話
題
の

グ
ル
メ
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
大
き
い
ク
マ
さ
ん

が
待
っ
て
る
。
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
抽
選
会
に
参
加
し
た

い
方
は
１
口
１
０
０
円
で

申
込
み
用
紙
を
購
入
し
て

目
玉
商
品
が
ゲ
ッ
ト
で
き

る
。
商
品
は
有
名
テ
ー
マ

パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
、
ニ
ン

テ
ン
ド
ー
３
Ｄ
Ｓ
ー
Ｌ

Ｌ
、
自
転
車
な
ど
。
抽
選

会
の
収
益
金
全
額
と
感
謝

祭
売
上
げ
の
一
部
を
社
会

福
祉
支
援
に
送
る
。

Tel
（
３
９
９
０
）
１
１
７
６

▽
光
連
協
英
会
話
サ
ロ

ン
事
務
局
（
７
丁
目
）
＝

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
サ
ロ
ン

銀
の
卵
を
11
月
４
日
よ
り

開
催
す
る
。
対
象
、
60
歳

以
上
の
方
、
定
員
先
着
15

名
、
毎
週
火
曜
日
11
時
か

ら
13
時
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
含
む
。
会
費
月
１
０
０

０
円
、
場
所
は
光
が
丘
３

ー
９
ー
１
集
会
所
。

中
学
英
語
か
ら
始
め
、

英
語
流
の
考
え
を
練
習
す

る
こ
と
に
よ
り
英
語
で
た

の
し
い
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

希
望
の
方
は
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
、
住
所
を
記
入
の

う
え
、
光
が
丘
７
ー
７
ー

10
ー
１
０
１
　
高
原
進
。

Fax
（
３
９
７
６
）
１
８
９
１

メ
ー
ル
　ssm

tk
h
r1
1

@
g
m
a
il.co

m

月
１
０
０
０
円
で
英
会
話
可
能

親
子
で
楽
し
む
こ
と
ば
ワ
ー
ク

11
月
３
日
地
域
感
謝
祭
に
ヒ
ー
ロ
ー

暴
力
団
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

す
ぐ
相
談

10
月
６
日
（
月
）
か
ら

12
日
（
日
）
は
暴
力
団
関

係
相
談
週
間
。
光
が
丘
警

察
署
（
署
長
　
原
　
き
よ

子
）
の
暴
力
団
関
係
特
別

相
談
日
は
10
月
９
日
（
木
）

９
時
〜
16
時
　
１
階
相
談

室
。暴

力
団
か
ら
脅
か
さ
れ

て
い
る
　
因
縁
を
つ
け
ら

れ
金
品
を
要
求
さ
れ
て
い

る
　
取
引
に
暴
力
団
が
絡

ん
で
い
る
　
暴
力
団
を
や

め
た
い
、
入
る
よ
う
に
勧

め
ら
れ
て
い
る
　
貸
し
た

部
屋
が
い
つ
の
間
に
か
暴

力
団
事
務
所
に
な
っ
て
い

る
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ

い
て
、
一
人
で
解
決
し
よ

う
と
せ
ず
気
軽
に
相
談

を
。
秘
密
厳
守
。
ま
た
、

東
京
都
に
は
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

や
被
害
の
救
済
を
目
的
に

「
暴
力
団
追
放
運
動
推
進

都
民
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

相
談
窓
口
＝
暴
力
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
（
警
視
庁
組
織

犯
罪
対
策
課
）
☎
（
３
５

８
０
）
２
２
２
２
　
24
時

間
対
応
　
公
益
財
団
法
人

暴
力
団
追
放
運
動
推
進
都

民
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
１
２

０
（
８
９
３
）
２
４
０

平
日
の
み
９
時
〜
17
時

光
が
丘
警
察
署
刑
事
組
織

犯
罪
対
策
課
　
暴
力
団
対

策
係
　
☎
（
５
９
９
８
）

０
１
１
０

日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
申
候

高
知
県
坂
本
竜
馬
記
念
館
提
供



都
は
、
９
月
18
日
土
地

取
引
の
指
標
と
さ
れ
る
基

準
地
価
を
７
月
１
日
時
点

で
発
表
し
た
。
価
格
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
下
落
傾
向
か
ら
５
年
後

と
な
る
昨
年
は
０
・
５
％

の
上
昇
だ
っ
た
が
、
本
年

も
上
昇
し
て
、
都
内
全
域

の
平
均
変
動
率
は
１
・

８
％
。
23
区
で
は
下
落
地

点
は
ゼ
ロ
。

用
途
別
、
宅
地
の
変
動

率
は
都
内
全
域
で
１
・

３
％
。
昨
年
は
０
・
５
％
。

練
馬
区
２
・
１
％
上
昇
、

板
橋
区
は
１
・
４
％
上

昇
。
商
業
地
全
域
で
２
・

７
％
上
昇
。
昨
年
は
０
・

７
％
上
昇
。
練
馬
区
は

２
・
４
％
上
昇
、
板
橋
区

は
１
・
８
％
上
昇
。

【
地
価
】
毎
年
１
月
現

在
の
「
公
示
価
格
」
（
国

土
交
通
省
）
、
７
月
発
表

の
「
基
準
地
価
」
（
東
京

都
）
が
あ
り
、
客
観
的
な

評
価
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
。

そ
の
他
、
主
要
道
路
に
面

し
た
地
点
を
調
査
し
て
い

る
「
路
線
価
格
」
（
国
税

庁
）
が
あ
る
が
、
相
続
税

や
贈
与
税
の
対
象
と
す
る

も
の
な
の
で
「
公
示
」

「
基
準
」
よ
り
も
ほ
ぼ
２

割
安
い
。

東
京
に
生
ま
れ
て
、

海
や
山
が
遠
い
存
在
の

私
は
、
趣
味
と
い
う
ほ

ど
で
は
な
い
で
す
が
、

小
さ
い
旅
行
に
出
る
こ

と
が
、
あ
る
と
き
か
ら

と
て
も
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
旅
に
出
て
、
鉄

道
や
飛
行
機
や
船
な
ど

に
乗
り
風
景
を
見
る
こ

と
が
好
き
だ
か
ら
と
い

う
の
も
大
き
い
理
由
だ

と
思
い
ま
す
。
地
図
を

見
な
が
ら
旅
の
予
定
を

考
え
る
の
も
好
き
で
す
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
こ

ち
ら
の
方
が
最
近
は
多

い
で
す
が
…
。

私
の
父
の
実
家
が
福

岡
な
の
で
、
子
供
の
頃

は
遊
び
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
飛
行
機
が
福
岡

空
港
に
着
陸
す
る
少
し

前
、
卑
弥
呼
の
「
金
印
」

が
出
土
し
た
志
賀
島
が

見
え
て
き
ま
す
。
学
校

で
先
生
か
ら
習
っ
た
後
、

志
賀
島
が
身
近
に
思
え

て
感
動
し
た
も
の
で
す
。

歴
史
に
触
れ
る
こ
と
も

旅
の
醍
醐
味
で
す
。
ま

た
、
逆
に
羽
田
に
戻
る

と
き
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
が
見
え
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
天
気
な
ど
の
状
況

が
よ
い
と
富
士
山
も
上

か
ら
よ
く
見
え
ま
す
。

そ
の
中
で
、
心
に
残

っ
た
三
つ
の
出
来
事
が

あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
稚
内
に

行
っ
た
時
の
こ
と
。
稚

内
の
空
港
の
ロ
ビ
ー
に

入
っ
た
瞬
間
（
私
が
な

ん
と
一
人
目
の
お
客
で

し
た
）
ロ
シ
ア
人
の
ダ

ン
サ
ー
が
ロ
シ
ア
民
謡

を
踊
り
始
め
ま
し
た
。

町
に
は
ロ
シ
ア
語
表
記

の
も
の
が
多
く
目
に
つ

き
、
港
に
は
樺
太
行
き

の
フ
ェ
リ
ー
が
止
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
異
国
情

緒
と
い
う
に
は
あ
ま
り

に
素
朴
で
自
然
で
し
た
。

二
つ
目
は
、
京
都
で

の
こ
と
。
ホ
テ
ル
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
出
会
っ

た
女
性
が
偶
然
韓
国
人

で
私
の
片
言
の
韓
国
語

（
韓
国
語
を
習
い
始
め
た

時
で
し
た
）
が
通
じ
た

と
き
の
喜
び
。
そ
の
時

は
ま
だ
韓
流
が
流
行
る

前
で
し
た
の
で
、
そ
の

韓
国
女
性
も
驚
き
な
が

ら
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
20
代
の

頃
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た

時
の
こ
と
で
す
。
ア
メ

リ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
い
う
美
術
館
で
写
真

家
の
「
ロ
バ
ー
ト
　
キ

ャ
パ
展
」
を
開
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
に
第

二
次
大
戦
中
の
「
１
９

２
１
年
　
漢
口
（
ハ
ン

カ
オ
）
の
日
本
人
小
学

校
」
と
い
う
写
真
が
あ

り
ま
し
た
。
私
の
母
は

子
供
の
頃
、
祖
父
の
仕

事
の
関
係
で
中
国
の
漢

口
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

も
し
や
と
思
い
写
真
を

丁
寧
に
見
て
い
っ
た
ら
、

な
ん
と
お
そ
ろ
い
の
ス

モ
ッ
ク
を
着
て
体
操
を

し
て
い
る
お
か
っ
ぱ
頭

の
一
年
生
の
母
が
豆
粒

に
近
い
状
態
で
写
っ
て

い
た
の
で
す
。
図
ら
ず

も
遠
い
異
国
で
か
わ
い

い
自
分
の
ル
ー
ツ
に
出

会
う
と
は
…
。
あ
ま
り

の
う
れ
し
い
出
会
い
に

母
に
国
際
電
話
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
き

っ
と
旅
は
自
分
の
中
に

あ
る
も
の
を
探
し
に
行

く
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
探
し
に
行
き
ま
す
。

昭
和
37
年
東
京
都
生

ま
れ
　
板
橋
区
在
住

-567-

豊
溪
小
学
校
副
校
長
　

日
高
　
陽
子

「
旅
の
楽
し
み
」


